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以上に基づいて220 MVAおよび170 MVAの同期発電機の無負荷損失を計算し，それぞれ7 %および4 %の誤
差で算定可能であることを明らかにしている。また，付加的損失のうち，固定子鉄心端部とダクトに生じるうず
電流損が比較的大きいこと，固定子鉄心に方向性電磁鋼板を採用することにより，通常の無方向性電磁鋼板に比










損失 発生要因  計算方法 




（２） 端部構造物渦電流損  漏れ磁束 三次元磁界解析 
（３） 電機子巻線の渦電流損 漏れ磁束 三次元磁界解析＋解析式 
（４） 固定子鉄心ダクトおよび端部渦電流損 ダクトおよび鉄心 
端部の軸方向磁束 三次元磁界解析 
（５） 冷却ダクト間隔片の損失 ダクト部磁束移行 三次元磁界解析 
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図２ 従来および提案巻線の構成および電圧ベクトル 
 
第5章は結言であり，本研究によって得られた成果をまとめている。 
 以上，本研究では，磁界解析を用いて無負荷損失の分析を行い，損失の発生箇所と要因を明らかにした。検討
を通じて得られた知見を反映して損失低減を図ることで，同期発電機の更なる高効率化に貢献できることを示し
た。 
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